
　寛
文
三
年
（
一
六
六
三
）
当
時
の
久
保

田
城
下
の
外
町
（
町
人
町
）
の
様
子
を
描

い
た
絵
図
で
す
。

　絵
図
全
体
を
見
渡
す
と
、
外
町
は
町
の

東
側
を
流
れ
る
旭
川
と
、
西
側
に
配
置
さ

れ
た
四
十
箇
寺
か
ら
な
る
寺
町
に
挟
ま
れ

た
地
域
に
位
置
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。
そ
の
町
割
は
南
北
に
走
る
横
小
路

に
よ
り
、
縦
横
に
整
然
と
区
画
さ
れ
て
い

ま
す
。
町
人
屋
敷
は
一
軒
ご
と
に
間
口
・

奥
行
き
の
間
数
（
長
さ
）
が
記
入
さ
れ
て

い
ま
す
。

　羽
州
街
道
が
外
町
に
入
る
口
に
は
壕
と

土
塁
が
設
置
さ
れ
、
鉄
砲
足
軽
な
ど
を
配

置
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
旭
川
の
東
岸
に

も
土
塁
が
設
け
ら
れ
、
寺
町
と
と
も
に
防

衛
線
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　こ
の
絵
図
が
ど
の
よ
う
な
目
的
で
、
誰

が
描
い
た
の
か
、
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て

は
不
明
で
す
が
、
通
常
、
城
下
絵
図
の
ほ

と
ん
ど
は
、
外
町
を
簡
略
化
し
て
描
か
れ

て
い
る
た
め
、
他
の
城
下
絵
図
と
あ
わ
せ

て
見
る
こ
と
で
、
当
時
の
久
保
田
城
下
の

全
体
像
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　こ
の
「
外
町
屋
敷
間
数
絵
図
」
は
、
文

化
財
保
護
審
議
会
で
、
秋
田
県
指
定
有
形

文
化
財
に
指
定
す
る
答
申
が
さ
れ
ま
し
た
。

秋田県

平成31年3月8日
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　秋
田
史
館
と
は
、
秋
田
藩
三
代
藩
主
の

佐
竹
義
処
が
藩
史
編
纂
の
役
割
を
担
う
文

書
所
と
し
て
元
禄
十
年
（
一
六
九
七
）
に

設
置
し
た
機
関
で
す
。
こ
の
頃
か
ら｢

佐

竹
家
譜｣

の
作
成
に
向
け
、
系
図
編
纂
事

業
も
本
格
化
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
元
禄

九
年
（
一
六
九
六
）
以
後
、
藩
士
た
ち
に

提
出
さ
せ
た
系
図
と
文
書
を
整
理
し
、
藩

で
認
め
た
も
の
に
は
秋
田
史
館
か
ら
青
印

状
が
発
給
さ
れ
ま
し
た
。
今
宮
家
文
書
で

七
十
点
以
上
あ
る
系
図
・
家
譜
類
の
う
ち
、

年
月
日
が
記
さ
れ
た
も
の
は
二
十
点
以
上

あ
り
ま
す
が
、
元
禄
九
年
か
ら
十
年
の
も

の
が
九
点
あ
り
ま
す
。
な
お
、
こ
の
元
禄

期
に
藩
士
が
提
出
し
た
系
図
を
ま
と
め
た

　「今
宮
家
文
書
」
は
二
百
三
十
一
点
の

史
料
か
ら
な
り
、
当
館
閲
覧
室
で
は
そ
の

写
真
帳
を
十
冊
に
ま
と
め
て
い
ま
す
。
原

史
料
は
仙
北
市
に
あ
る
松
庵
寺
で
所
蔵
し

て
い
ま
す
（
松
庵
寺
で
は
原
則
非
公
開
）。

　今
宮
家
は
佐
竹
氏
の
一
族
で
あ
り
、
佐

竹
家
十
五
代
当
主
義
舜
の
庶
子
・
永
義
を

祖
と
し
ま
す
。
慶
長
七
年
（
一
六
〇
二
）

の
佐
竹
氏
の
転
封
に
従
い
、
今
宮
家
も
秋

田
に
移
り
ま
し
た
。
佐
竹
氏
領
内
の
修
験

道
を
司
り
、
今
宮
義
透
が
秋
田
藩
の
家
老

を
務
め
る
な
ど
、
秋
田
藩
で
も
重
き
を
な

し
た
家
で
す
。

　内
容
は
系
図
・
家
譜
類
、
一
字
証
文
、

知
行
充
行
状
な
ど
多
岐
に
渡
り
、
最
も
古

い
も
の
で
慶
長
九
年
（
一
六
〇
四
）、
最

も
新
し
い
も
の
で
昭
和
十
年（
一
九
三
五
）

と
年
代
も
幅
広
く
、
今
宮
家
の
動
向
は
も

ち
ろ
ん
、
近
世
か
ら
近
代
に
至
る
秋
田
の

歴
史
を
知
る
上
で
参
考
に
な
る
史
料
が
多

数
収
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　最
も
多
い
の
は
系
図
・
家
譜
類
で
七
十

点
以
上
あ
り
ま
す
。
分
家
を
含
む
今
宮
氏

や
佐
竹
氏
の
系
図
、
秋
田
史
館
か
ら
今
宮

氏
の
家
人
に
宛
て
た
青
印
状
な
ど
で
す
。

も
の
が｢

諸
氏
系
図｣

で
、
現
在
は
当
館
で

所
蔵
し
て
い
ま
す
。

　佐
竹
氏
か
ら
今
宮
氏
宛
の｢

一
字
証
文｣

は
十
点
以
上
あ
り
ま
す
。
写
真
①
は
そ
の

一
つ
で
す
が
、
藩
主
の
名
前
の
一
字
を
受

取
人
が
使
う
こ
と
に
つ
い
て
の
許
可
状
で

も
あ
り
、
佐
竹
氏
と
今
宮
氏
と
の
つ
な
が

り
の
深
さ
を
感
じ
さ
せ
る
史
料
で
す
。

　写
真
②
の
よ
う
な
知
行
地
に
関
す
る
書

状
の
多
さ
も
今
宮
家
文
書
の
特
徴
で
す
。

知
行
充
行
状
、
領
地
充
行
状
、
知
行
目
録

な
ど
合
わ
せ
て
四
十
点
以
上
あ
り
ま
す
。

仙
北
郡
や
平
鹿
郡
、
雄
勝
郡
な
ど
、
主
に

現
在
の
秋
田
県
の
県
央
部
か
ら
県
南
部
を

中
心
に
、
今
宮
氏
に
多
く
の
知
行
地
が
与

え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　こ
れ
ら
の
史
料
以
外
に
も
、
武
家
ら
し

く
馬
術
や
剣
術
、
槍
術
に
つ
い
て
の
史
料

（
写
真
③
）、
和
歌
や
俳
諧
を
含
む
文
化

的
活
動
に
つ
い
て
の
史
料
な
ど
、
多
種
多

様
な
史
料
が
収
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　こ
の
よ
う
に
貴
重
な
史
料
が
そ
ろ
っ
た

今
宮
家
文
書
に
つ
い
て
は
、
そ
の
調
査
・

研
究
を
今
後
も
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　ま
た
、
県
内
外
で
の
定
期
的
な
史
料
調

査
を
引
き
続
き
行
い
、
秋
田
の
歴
史
を
知

る
上
で
有
益
な
史
料
の
発
見
、
収
集
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

写真①：「一字証文」（今宮003-1）
　　　　寛延４年（1751）

写真②：「知行充行状」（今宮001-04）
　　　　 天保２年（1831）

写真③：「鎧・兜・具足などに関する礼法書」（今宮094）
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今
宮
家
文
書

閲
覧
室
の
史
料
紹
介



　「古
文
書
解
読
講
座
」
で
は
、
第
一
回

か
ら
第
四
回
ま
で
を
初
級
者
向
け
と
し
て

武
家
文
書
の
読
み
方
や
古
文
書
の
扱
い
方

な
ど
の
基
礎
的
な
と
こ
ろ
を
学
び
、
第
五

回
か
ら
第
八
回
ま
で
は
中
・
上
級
者
向
け

と
し
て
「
江
戸
御
留
主
詰
見
聞
留
書
」
や

「
岡
本
元
朝
日
記
」
な
ど
を
題
材
に
、
そ

れ
ら
が
書
か
れ
た
歴
史
的
背
景
、
く
ず
し

字
の
特
徴
や
頻
出
す
る
表
現
等
の
解
説
を

交
え
な
が
ら
読
ん
で
い
き
ま
し
た
。

　早
め
に
来
て
予
習
す
る
方
、
熱
心
に
メ

モ
を
と
る
方
、
意
欲
的
な
姿
勢
で
講
座
に

臨
む
受
講
者
の
方
々
の

姿
が
印
象
的
で
し
た
。

　「歴
史
講
座
」
の
第

一
回
は
、
正
保
年
間
に

幕
府
に
提
出
す
る
国
絵

図
と
し
て
「
出
羽
一
国

御
絵
図
」
が
作
成
さ
れ

た
経
緯
、
そ
し
て
戦
後

に
県
庁
書
庫
で
再
発
見

さ
れ
、
県
民
の
歴
史
資

料
保
存
に
対
す
る
意
識

を
高
め
た
経
緯
を
解
説

し
ま
し
た
。

　第
二
回
は
、
今
年
度

の
企
画
展
「
秋
田
と
海
」

に
つ
い
て
、
見
ど
こ
ろ

や
準
備
の
裏
話
、
展
示

で
き
な
か
っ
た
所
蔵
資

　当
館
所
蔵
の
資
料
に
関
す
る
知
識
や
歴

史
へ
の
興
味
・
関
心
と
と
も
に
、
歴
史
資

料
の
保
存
と
活
用
の
重
要
性
や
当
館
の
活

動
に
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目

的
に
、
今
年
度
は
七
月
に
「
古
文
書
解
読

講
座
」
を
八
回
、
九
月
と
十
一
月
に
「
歴

史
講
座
」
を
二
回
開
催
し
ま
し
た
。

料
な
ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　「古
文
書
解
読
講
座
」
に
延
べ
二
百
六
十

名
、「
歴
史
講
座
」
に
延
べ
五
十
四
名
、

合
計
三
百
十
四
名
の
皆
様
に
御
参
加
い
た

だ
き
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
幅
広
い
年
代
か

ら
初
め
て
の
参
加
が
増
加
す
る
な
ど
、
関

心
の
高
ま
り
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
の
御
意
見
な
ど
を

参
考
に
、
よ
り
良
い
講
座
と
な
る
よ
う
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
次
の
機
会
に

は
是
非
御
参
加
く
だ
さ
い
。

7/ 6（金） ①近世秋田古文書学入門Ⅰ
 ②分限帳を読む

7/13（金） ③「国典類抄」を読む
 ④古文書に慣れよう

7/20（金） ⑤「江戸御留主詰見聞留書」を読む
 ⑥「岡本元朝日記」を読む

7/27（金） ⑦「瓊浦筆記」
 ⑧近世秋田古文書学入門Ⅱ

9/21（金） ①「出羽一国御絵図」ものがたり
11/29（木）②企画展「秋田と海」を見る

● 平成30年度　公文書館講座一覧 ●

●古文書解読講座

●歴史講座
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公
文
書
館
講
座

平
成
三
十
年
度



　

　
海
や
川
な
ど
の
自

然
環
境
を
保
全
す
る

大
切
さ
を
訴
え
る
と

と
も
に
、
水
産
業
の

振
興
と
発
展
を
目
的

と
す
る
全
国
豊
か
な

海
づ
く
り
大
会
が
、

二
〇
一
九
年
九
月
、

秋
田
県
で
開
催
さ
れ

ま
す
。
そ
こ
で
平
成

三
十
年
度
の
企
画
展

は
、「
海
」
に
関
係
す

る
当
館
所
蔵
資
料
の

紹
介
を
行
い
ま
し
た
。

期
間
中
、
約
六
千
名

の
方
に
御
来
場
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
展
示
は
右
下
の
表

の
よ
う
な
コ
ー
ナ
ー

構
成
と
し
、
当
館
が

所
蔵
す
る
県
（
藩
）

政
に
関
す
る
資
料
か

ら
、そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー

マ
や
当
時
の
世
相
を

よ
く
表
し
て
い
る
と

思
わ
れ
る
資
料
を
選
び
ま
し
た
。

　
例
え
ば
、
上
の
写
真
の
「
海
岸
絵
図
」。

幕
末
の
外
国
船
へ
の
脅
威
か
ら
、
幕
府
が

全
国
の
大
名
に
命
じ
作
成
さ
せ
た
中
の
一

つ
で
す
。
そ
の
大
き
さ
の
た
め
普
段
は
全

体
を
広
げ
て
の
閲
覧
は
で
き
ま
せ
ん
が
、

原
寸
に
近
い
（
約
80
％
）
大
き
さ
の
全
体

像
を
約
十
年
ぶ
り
に
展
示
で
お
見
せ
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
展
示
を
御
覧
に
な
っ
て
「
資
料
全
体
の

一
部
分
し
か
見
ら
れ
な
か
っ

た
」
と
か
「
小
さ
く
て
見
づ

ら
か
っ
た
」
と
い
っ
た
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
当
館
カ

ウ
ン
タ
ー
ま
で
お
越
し
く
だ

さ
い
。
当
館
所
蔵
資
料
は
一

部
の
例
外
を
除
き
、
ど
な
た

で
も
原
資
料
を
閲
覧
し
て
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
明
治
の
初
め
、
政
府
は
殖
産
興
業
政
策

の
一
環
と
し
て
、
内
国
勧
業
博
覧
会
を
は

じ
め
と
す
る
全
国
規
模
の
博
覧
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
ま
た
各
地
、
各
分
野
で
の
開

催
も
奨
励
し
ま
し
た
。
当
館
に
は
、
こ
う

し
た
博
覧
会
へ
の
出
品
や
開
催
に
向
け
た

準
備
の
た
め
の
関
係
書
類
が
数
多
く
残
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
企
画
展
で
紹
介
し
た
「
水
産
博

覧
会
ポ
ス
タ
ー
」
も
そ
の
中
の
一
つ
。
明

治
十
六
年
開
催
の
水
産
博
覧
会
関
係
書
類

の
中
に
含
ま
れ
る
一
点
で
す
。

　
鮮
や
か
な
色
彩
に
目
を
引
か
れ
ま
す
が
、

内
容
も
、
当
時
の
水
産
資
源
や
漁
法
、
人

び
と
の
働
く
姿
を
生
き
生
き
と
具
体
的
に

描
き
出
し
て
い
ま
す
。

展示会場風景より「海岸絵図」（県C-598）

水産博覧会ポスター

展示コーナー構成
１ 近世の海上交通
２ 幕末の海防警備
３ 近代的な築港のはじまり
４ 秋田県と漁業
５ トピックス　海の話題
　① 津波の被害
　② 灯台の整備
　③ 久六島問題
　④ 県の魚「ハタハタ」

明
治
十
六
年

  

水
産
博
覧
会
ポ
ス
タ
ー

展
示
資
料
紹
介
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「 
秋 
田 

と 

海 

」

平
成
三
十
年
度

　企
画
展
報
告

「
勧
業
課
農
業
掛
事
務
簿
」

　
　（
九
三
〇
一
〇
三
―
〇
七
八
一
五
）

前
期
八
月
二
十
五
日
〜
九
月
二
十
四
日

　後
期
十
一
月
二
日
〜
十
二
月
四
日



門
職
員
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
お
話
し
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
講
演
で
は
、
「
公
文
書
館
法
の
専
門
職

員
の
規
定
は
、
例
え
ば
専
門
職
員
の
名
称

が
書
か
れ
て
い
な
い
な
ど
、
博
物
館
法
や

図
書
館
法
に
比
べ
て
あ
い
ま
い
な
部
分
が

あ
る
。
昨
年
国
立
公
文
書
館
が
取
り
ま
と

め
た
『
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
の
職
務
基
準
書
』

は
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏

ま
え
て
、
歴
史
公
文
書
等

の
管
理
に
携
わ
る
専
門
家

（
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
）
の
職

務
と
能
力
を
整
理
し
た
も

の
で
あ
る
」
と
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
こ
の
基
準
書

の
作
成
経
緯
や
内
容
に
触

れ
な
が
ら
、
市
町
村
に
お

け
る
公
文
書
館
機
能
に
つ

い
て
共
に
考
え
、
意
見
交

換
を
し
ま
し
た
。
講
師
か

ら
は
「
市
町
村
の
ア
ー
キ

ビ
ス
ト
に
は
、
職
務
全
体

に
係
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能

力
が
一
層
必
要
と
な
る
」
、

　
十
一
月
二
十
日
（
木
）、
公
文
書
・
歴

史
資
料
の
保
存
と
利
用
に
つ
い
て
取
組
み

の
強
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
市
町
村

公
文
書
・
歴
史
資
料
保
存
利
用
推
進
会
議

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
基
調
講
演
と
し
て
、
国
立
公
文
書
館
公

文
書
専
門
官
伊
藤
一
晴
氏
を
お
招
き
し
て
、

「
市
町
村
に
お
け
る
公
文
書
館
機
能
と
専

「
今
後
は
、
近
隣
市
町
村
、
図
書
館
や
博

物
館
な
ど
の
施
設
、
学
校
と
い
っ
た
機
関

と
の
連
携
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
」
な
ど

の
助
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
　

　
【
基
調
講
演
の
内
容
】

　
一
、「
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
の
職
務
基
準
書
」

　
　
　
作
成
の
経
緯

　
二
、「
　
　
〃
　
　
」
の
内
容

　
三
、「
　
　
〃
　
　
」
と
市
町
村
の
公

　
　
　
文
書
館
機
能

　
詳
細
は
当
館
発
行
の
「
研
究
紀
要
」
第

二
十
五
号
に
掲
載
し
ま
す
。

　
事
例
報
告
で
は
、
次
の
三
つ
の
発
表
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

①
「
第
四
十
四
回
全
国
歴
史
資
料
保
存  

利
用
機
関
連
絡
協
議
会
全
国
（
沖
縄
）  

大
会
に
つ
い
て
」（
当
館
）

②
「
横
手
市
公
文
書
館
建
設
に
係
る
経  

緯
と
課
題
に
つ
い
て
」（
横
手
市
）

・
現
在
横
手
市
で
進
め
て
い
る
廃
校
を

　
活
用
し
た
公
文
書
館
建
設
の
事
例
　

③
「
こ
れ
か
ら
の
歴
史
資
料
の
保
存
活

用
に
つ
い
て―

市
民
と
行
政
の
新
た
な

取
り
組
み
の
一
事
例
と
し
て―

」

　
　
　
　
　
　
　
　
（
由
利
本
荘
市
）

　
・
本
荘
由
利
地
域
史
研
究
会
と
行
政
の

　
　
協
力
に
よ
る
歴
史
資
料
保
全
活
動
の

　
　
事
例

　
当
館
で
は
平
成
二
十
六
年
度
か
ら
、
あ

き
た
県
庁
出
前
講
座
の
一
環
と
し
て
、

「
公
文
書
館
所
蔵
資
料
で
秋
田
の
魅
力
を

再
発
見
」
を
テ
ー
マ
に
、
県
内
の
グ
ル
ー

プ
が
行
う
学
習
会
に
講
師
を
派
遣
し
て
き

ま
し
た
。
平
成
二
十
九
年
度
ま
で
に
十
六

件
六
百
五
十
四
名
の
方
に
御
利
用
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
平
成
三
十
年
度
か
ら
は
、「
公
文
書
館

所
蔵
資
料
に
見
る
○
○
」（
○
○
に
は
地

域
名
な
ど
が
入
り
ま
す
）
に
内
容
を
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
。
講
座
実
施
地
域
の
館
蔵
資

料
や
館
業
務
の
紹
介
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
来
年
度
も
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
の
で
、

希
望
さ
れ
る
団
体
、
グ
ル
ー
プ
は
、
秋
田

県
の
公
式

ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
に
掲
載
し

て
い
る
実
施

要
項
を
御
覧

に
な
る
か
、

当
館
ま
で
お

問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
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基調講演の様子

市
町
村
公
文
書
・
歴
史
資
料
保
存
利
用
推
進
会
議

平
成
三
十
年
度

「
公
文
書
館
所
蔵

　
　
　資
料
に
見
る
○
○
」

出
前
講
座

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
！

秋田ロータリークラブでの出前講座の様子



　
今
年
度
も
八
月
二
十
九
日（
水
）と
十
一

月
三
日（
土
・
祝
）に
、
当
館
三
階
多
目
的

ホ
ー
ル
で
、「
県
政
映
画
上
映
会
〜
秋
田

昭
和
の
時
代
　
映
像
ア
ー
カ
イ
ブ
〜
」
を

開
催
し
ま
し
た
。

　
八
月
の
上
映
会
は
、「
県
の
記
念
日
」

の
関
連
行
事
の
一
つ
と
し
て
開
催
し
て
い

る
も
の
で
、
今
年
は
昭
和
三
十
年
代
の
作

品
を
中
心
に
取
り
上
げ
ま
し
た
。
東
京
五

輪
の
体
操
個
人
総
合
で
優
勝
し
た
本
県
出

身
の
遠
藤
幸
雄
選
手
が
、
地
元
で
子
供
た

ち
と
交
流
す
る
様
子
を
描
い
た
「
五
輪
選

手
郷
土
入
り
」（
昭
和
三
十
九
年
）
な
ど
、

五
本
の
作
品
を
上
映
し
ま
し
た
。

 秋田県公文書館だより 6 ●

　
当
館
所
蔵
の
資
料
は
、
許
可
を
受
け
て

い
た
だ
け
れ
ば
、
複
製
物
を
作
成
し
た
り
、

写
真
や
翻
刻
の
出
版
物
へ
の
掲
載
、
放
映
、

映
像
資
料
の
上
映
な
ど
を
行
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
許
可
申
請
の
件
数
は
平
成
二
十
九
年
度

に
六
十
四
件
、
平
成
三
十
年
度
は
十
二
月

末
ま
で
に
六
十
三
件
あ
り
、
別
表
の
よ
う

に
資
料
を
御
利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
許
可
申
請
が
あ
っ
た
場
合
、
公
文
書
館

長
は
、
①
公
文
書
館
の
設
置
の
目
的
に
反

す
る
お
そ
れ
が
な
い
か
、
②
公
文
書
館
の

業
務
に
支
障
を
き
た
す
お
そ
れ
が
な
い
か
、

③
第
三
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
等
の
人
権
を

侵
害
す
る
お
そ
れ
が
な
い
か
、
等
の
要
件

を
審
査
し
、
可
否
を
決
定
し
ま
す
。

　
許
可
後
は
、
決
定
時
の
条
件
を
遵
守
の

上
、
掲
載
や
放
映
を
行
っ
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。
特
に
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
等

の
人
権
に
つ
い
て
は
十
分
に
配
慮
さ
れ
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
掲
載
、
放
映
に
当
た
っ
て
は
、
そ
の
資

料
が
公
文
書
館
所
蔵
で
あ
る
こ
と
を
明
示

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
掲
載
や
放
映
が
終
わ
っ
た
後
は
、
速
や

　
十
一
月
の
上
映
会
で
は
、
文
化
の
日
に

ち
な
み
、
長
ら
く
本
県
の
文
化
の
拠
点
と

し
て
県
民
に
親
し
ま
れ
、
現
在
は
建
替
え

が
進
む
県
民
会
館
の
新
築
当
時
の
姿
を
紹

介
し
た
「
施
設
の
完
成
あ
い
つ
ぐ
」（
昭

和
三
十
六
年
）
な
ど
を
上
映
し
ま
し
た
。

　
お
客
様
か
ら
は
、「
自
分
の
当
時
の
こ

と
も
思
い
出
し
な
が
ら
、
大
変
な
つ
か
し

く
見
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
」（
六
十

代
男
性
）、「
私
が
生
ま
れ
る
前
の
様
子
を

知
り
先
人
に
感
謝
で
す
」（
四
十
代
女

性
）
と
い
っ
た
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
御
意
見
を
参
考
と
し
て
さ
ら

に
内
容
の
充
実
に
努
め
、
平
成
三
十
一
年

度
も
上
映
会
を
開

催
す
る
予
定
で
す
。

　
な
お
、
当
館
の

ビ
デ
オ
ル
ー
ム
で

は
、
ど
な
た
で
も
、

「
県
政
映
画
」
の

Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
視
聴
す

る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
是
非
、
御
利

用
く
だ
さ
い
。

県
政
映
画
上
映
会

〜
秋
田
昭
和
の
時
代
　
映
像
ア
ー
カ
イ
ブ
〜

出
版
物
へ
の
掲
載

放
映
・
放
送
等
で
の
使
用

配
布
物
・
報
告
書
等
へ
の
掲
載

展
示
会
・
企
画
展
等
で
の
展
示

合
計
件
数

平
成
二
十
九
年
度

平
成
三
十
年
度（
十
二
月
末
現
在
）

出
版
物
へ
の
掲
載

放
映
・
放
送
等
で
の
使
用

配
布
物
・
報
告
書
等
へ
の
掲
載

展
示
会
・
企
画
展
等
で
の
展
示

映
像
資
料
の
上
映

合
計
件
数

63 1 10 12 21 19 64 11 20 7 26

平成30年度　第1回上映会ポスター

所
蔵
資
料
の
出
版
・
掲
載
・

放
映
等
の
利
用
に
つ
い
て

か
に
成
果
品
（
掲
載
し
た
冊
子
や
放
映
し

た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
な
ど
）
を
添
付
し
た
上
で
、
所

定
の
完
了
報
告
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
申
請
か
ら
許
可
ま
で
に
は
、
一
定
の
時

間
（
概
ね
一
週
間
）
が
か
か
り
ま
す
の
で
、

期
間
に
余
裕
を
も
っ
て
申
請
さ
れ
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。
　

　
申
請
手
続
き
の
説
明
や
申
請
書
等
の
様

式
は
、
当
館
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
内
「
閲

覧
室
と
資
料
の
ご
利
用
方
法
」
に
記
載
し

て
お
り
ま
す
の
で
参
考
と
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
申
請
書
に
は
捺
印
が
必
要
で
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
申
請
は
受
理
で

き
か
ね
ま
す
の
で
、
御
了
承
く
だ
さ
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。



引渡し・保存状況

保存率保存件数引渡件数

235件
（487冊）

2,708件
（4,351冊）

理
由

内

　
　訳

平成30年新規公開状況

※１ 非公開とすべき年数が満了した時に公開となる
※２ 情報公開条例による公開請求対象となる

公 開 と 決 定

非 公 開 と 決 定

作 成 原 課 で 現 在 も
利 用 し て い る （※２） 

非 公 開 情 報 が 多 数
含 ま れ て い る （※１）

新規公開の候補とした公文書 847件

320件

527件

496件

31件

8.7％

０件
（0冊）

38件
（65冊） 0.0％

知 事 部 局
（平成２9年度分）

各 行 政 委 員 会
（平成２8年度分）

　
当
館
で
は
歴
史
資
料
と
し
て
重
要
な
公

文
書
等
の
保
存
と
利
用
の
た
め
、
県
の
各

課
所
で
作
成
さ
れ
た
公
文
書
の
引
渡
し
を

受
け
て
い
ま
す
。
昨
年
度
は
約
二
千
七
百

件
の
文
書
を
受
領
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の

公
文
書
は
当
館
の
定
め
る
基
準
に
基
づ
き

評
価
・
選
別
を
行
い
、
継
承
す
べ
き
県
政

資
料
と
し
て
利
用
者
へ
の
公
開
に
備
え
、

当
館
の
書
庫
に
保
存
し
ま
す
。

　
保
存
し
た
公
文
書
の
う
ち
、
作
成
か
ら

三
十
年
を
経
過
し
た
も
の
は
、
公
開
へ
向

け
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
侵
害
す
る
情

報
の
有
無
を
主
眼
に
点
検
し
、
公
開
準
備

の
た
め
目
録
作
成
・
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
登
録

な
ど
の
作
業
を
行
い
ま
す
。

　
平
成
三
十
年
、
新
た
に
公
開
対
象
と
し

た
公
文
書
の
内
訳
は
下
表
の
よ
う
に
、
合

計
八
百
四
十
七
件
で
す
。
ど
な
た
で
も
カ

ウ
ン
タ
ー
へ
閲
覧
請
求
の
上
、
原
本
を
御

覧
に
な
れ
ま
す
（
非
公
開
情
報
は
被
覆
い

た
し
ま
す
）
。
当
ペ
ー
ジ
の
利
用
法
Ｑ
＆

Ａ
を
参
考
の
上
、
お
気
軽
に
御
利
用
く
だ

さ
い
。

　
公
文
書
館
の
利
用
方
法
に
関
す
る
お
問

い
合
わ
せ
に
お
答
え
し
ま
す
。

Ｑ
１
　秋
田
県
公
文
書
館
に
は
ど
ん
な
資

料
が
あ
る
の
で
す
か
。

Ａ
１
　
当
館
は
、
明
治
以
降
の
秋
田
県
の

公
文
書
や
藩
政
時
代
の
古
文
書
・
古
絵

図
、
県
政
映
画
等
の
映
像
資
料
な
ど
を
所

蔵
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
２
　所
蔵
資
料
は
全
部
閲
覧
で
き
ま
す

か
。

Ａ
２
　
個
人
情
報
保
護
な
ど
の
理
由
で
制

限
さ
れ
る
場
合
を
除
い
て
閲
覧
で
き
ま

す
。

Ｑ
３
　閲
覧
の
手
続
き
に
つ
い
て
教
え
て

く
だ
さ
い
。

Ａ
３
　
公
文
書
館
カ
ウ
ン
タ
ー
に
「
閲

覧
・
複
写
申
請
書
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

　
な
お
、
閲
覧
室
の
複
製
本
は
申
請
な
し

で
自
由
に
手
に
取
っ
て
閲
覧
し
て
い
た
だ

け
ま
す
。

 

Ｑ
４
　資
料
を
複
写
し
た
い
の
で
す
が
。

Ａ
４
　
原
本
に
つ
い
て
は
カ
メ
ラ
で
の
撮

影
と
な
り
ま
す
。
複
製
物
に
つ
い
て
は
図

書
館
共
有
の
コ
ピ
ー
機
を
利
用
で
き
ま

す
。
（
有
料
）

　
映
画
フ
イ
ル
ム
の
複
製
品
（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
）

は
指
定
業
者
に
よ
る
ダ
ビ
ン
グ
が
可
能
で

す
。
詳
細
は
職
員
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
撮
影
は
撮
影
台
を
設
置
し
て
い

る
特
別
閲
覧
室
で
行
い
ま
す
。
事
前
に
予

約
の
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

Ｑ
５
　閲
覧
に
は
事
前
の
申
込
み
が
必
要

で
す
か
。

Ａ
５
　
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
次

の
よ
う
な
場
合
に
は
事
前
の
連
絡
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
・
大
量
の
資
料
を
閲
覧
す
る
場
合

　
・
大
型
の
絵
図
を
閲
覧
す
る
場
合

　
・
団
体
で
の
調
査
利
用
な
ど
で
多
く
の

　
　
ス
ペ
ー
ス
を
要
す
る
場
合

よ
く
あ
る
質
問
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公
文
書
の
引
渡
し
・
公
開
状
況

公
文
書
館
の
利
用
方
法
Ｑ
＆
Ａ



こ
の
印
刷
物
は
一
、七
〇
〇
部
作
成
し
、そ
の
経
費
は
一
部
当
り
二
七・二
円
で
す
。

◆
開
館
時
間

　
平
　
　
日
　
９
時
〜 

19
時

　
土
日
祝
日
　
９
時
〜 

18
時
（
予
定
）

　
（
書
庫
内
資
料
の
利
用
申
請
は
17
時
30
分
ま
で
）

◆
休
館
日（
平
成
31
年
度
）

　
毎
週
水
曜
日
（
予
定
）

　
年
末
年
始
　
　
12
月
28
日
〜
１
月
３
日

　
特
別
整
理
期
間

　
　
　
　
　
　
　
６
月
13
日
〜
６
月
16
日

　
　
　
　
　
　
　
12
月
５
日
〜
12
月
８
日

　
（
休
館
日
に
つ
い
て
は
、
当
館
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

　
　
等
で
御
確
認
く
だ
さ
い
）

◆
企
画
展

　「
海
と
川
と
湖

　
　
〜
水
運
と
水
産
を
中
心
に
〜
」（
仮
）

　
　
　
８
月
29
日
〜
９
月
23
日

　「
秋
田
県
の
城
下
町
」（
仮
）

　
　
　
11
月
12
日
〜
12
月
３
日

◆
公
文
書
館
講
座

　●
古
文
書
解
読
講
座

　
　
７
月
５
日
・
７
月
12
日
・
７
月
19
日
・

　
　
７
月
26
日

　
●
歴
史
講
座

  

　
第
一
回
　
９
月

  

　
第
二
回
　
11
月

◆
県
政
映
画
上
映
会

　第
一
回
　
８
月
29
日
　（
県
の
記
念
日
）

　
第
二
回
　
11
月
３
日
　
　（
文
化
の
日
）

◆
古
文
書
相
談
日

　４
月
23
日
・
５
月
14
日
・
５
月
28
日
・

　
６
月
25
日
・
８
月
20
日
・
９
月
10
日
・

　
９
月
24
日
・
10
月
８
日
・
10
月
29
日
・

　
11
月
12
日
・
11
月
26
日
・
12
月
24
日
・

　
１
月
14
日
・
１
月
28
日
・
２
月
25
日
・

　
３
月
10
日
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当
館
で
は
今
年
度
か
ら
普
及
活
動
の
一

環
と
し
て
、
一
階
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

に
「
秋
田
県
公
文
書
館
　
所
蔵
資
料
紹

介
」
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
ま
し
た
。
季
節
に

応
じ
た
も
の
、
当
館
の
講
座
や
企
画
展
の

内
容
に
関
係
す
る
も
の
、
歴
史
的
な
事
象

が
記
さ
れ
た
貴
重
な
古
文
書
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
資
料
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
当
館

に
お
立
ち
寄
り
の
際
は
、
是
非
御
覧
く
だ

さ
い
。

　
江
戸
時
代
中
期
の
秋
田
藩
の
家
老
で
あ

る
岡
本
元
朝
の
日
記
の
翻
刻
本
第
五
巻
が

刊
行
と
な
り
ま
し
た
。
今
回
は
宝
永
二
年

（
一
七
〇
五
）
七
月
か
ら
、
同
四
年
三
月

ま
で
の
日
記
を
収
録
し
て
い
ま
す
。

  

岡
本
元
朝
は
家
老
に
就
任
す
る
以
前
は

秋
田
藩
の
修
史
事
業
の
責
任
者
で
あ
る
文

書
改
奉
行
を
務
め
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、

家
老
と
な
っ
て
か
ら
も
、
修
史
事
業
に
つ

い
て
吟
味
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
第
五
巻
で
は
、
大
坂
の
陣
に
参
加
し
た

佐
竹
氏
一
門
の
家
来
の
他
、
当
時
の
家
老

で
あ
っ
た
渋
江
政
光
、
梅
津
憲
忠
の
家
来

（
陪
臣
）
に
つ
い
て
も
、
藩
の
記
録
に
掲

載
す
る
こ
と
を
決
め
て
い
ま
す
。

　 「
岡
本
元
朝
日
記
」
第
五
巻
は
既
刊
同

様
に
消
費
税
抜
き
四
千
円
で
頒
布
し
て
お

り
ま
す
。
購
入
希
望
の
方
は
左
記
ま
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

周辺案内図

Ｊ
Ｒ
秋
田
駅

千秋公園秋
田
市
役
所
●

秋
田
県
立
体
育
館
●

●
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
　／
児
童
会
館

●
秋
田
市
文
化
会
館

秋
田
県

公
文
書
館

●
秋
田
県
庁

●
秋
田
銀
行
本
店

●
北
都
銀
行

　本
店

国
道
７
号
線

Ｊ
Ａ（
農
協
）ビ
ル
●

ケ
ー
ズ
デ
ン
キ
●

広小路

中央通り

秋田中央道路
旭北出入口

山王大通り←秋田南バイパスへ

P❶

P❷

共
同
駐
車
場

〒
〇
一
一
ー
〇
九
〇
一

秋
田
市
寺
内
字
三
千
刈
一
一
〇
ー
一

秋
田
活
版
印
刷
株
式
会
社

電
話 

〇
一
八（
八
八
八
）三
五
〇
〇
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行
事
予
定

利
用
案
内

平
成
三
十
一
年
度

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
の

「
所
蔵
資
料
紹
介
」
コ
ー
ナ
ー

公
文
書
館

●

「
岡
本
元
朝
日
記
」第
五
巻

「
岡
本
元
朝
日
記
」第
五
巻

刊
行
物
紹
介


